
1995年出土の木簡

し
も
ば
や
し

大
分
。
下
林
遺
跡
Ⅳ
区

１
　
所
在
地
　
　
　
人
分
県
宇
佐
市
大
字
山
本

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
二
月
１

一
九
九
二
年
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宇
佐
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
林
　
一
也

。
小
倉
正
五

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宇
佐
市
は
旧
豊
前
国
の
東
端
部
、
国
東
半
島
の
西
側
の
付
け
根
に
位
置
す
る
。

宇
佐
平
野
の
中
央
部
を
北
流
す
る
駅
館
川
の
上
流
部
は
丘
陵
が
川
に
迫

っ
て

お
り
、
狭
い
平
坦
部
に
九
州
有

数
の
白
鳳
寺
院
で
あ
る
虚
空
蔵

寺
跡
が
あ
る
。
寺
跡
は
法
隆
寺

式
の
伽
藍
配
置
を
な
し
て
お
り

法
隆
寺
系
文
様
の
軒
平
瓦
、
川

耐

原
寺
系
文
様
の
軒
平
瓦
、
そ
れ

堂ユ
に
南
法
華
寺

ｃ
霊
坂
寺
）
と
同

難

絶
と
見
ら
れ
る
導
仏
が
出
土
す

る
な
ど
、
畿
内
文
化
の
強
い
影

響
の
も
と
に
寺
院
造
営
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
『続
日
本

紀
』
に
は
僧
法
蓮
に
関
す

る
記
事
が
あ
り
、
医
術
の

功
績
に
よ
っ
て
大
宝
三
年

（七
〇
三
）
に
豊
前
国
の
野

四
〇
町
、
養
老
五
年
（七

二

こ
に

一
族
に
宇
佐
君

の
姓
を
賜

っ
た
こ
と
な
ど

を
伝
え
て
い
る
。
近
年
、

こ
れ
ら
の
文
献
史
料
と
考

古
資
料
の
検
討
か
ら
、
虚

空
蔵
寺
の
建
立
者
と
し
て

の
僧
法
蓮
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

下
林
遺
跡
Ⅳ
区
は
虚
空

蔵
寺
講
堂
跡
か
ら
約

一
三

〇
ｍ
離
れ
た
北
側
に
位
置

す
る
。
国
道

一
〇
号
バ
イ

パ
ス
ヘ
の
取
り
付
け
道
路
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建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
屋
敷
を
画
す
る
と
思
わ
れ
る
中

。
近
世

の
大
型
の
溝
な
ど
と
と
も
に
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
柵

一
条
、
井
戸

一
基
、
不

整
形
土
坑
四
基
な
ど
奈
良
時
代
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
建
物
は
二
間
×
五
間

（五
・
五
×
一
〓
孟
）
な
ど
大
型
で
、
主
軸
方
位
は
寺
跡
の
講
堂
や
中
門

・
回
廊

な
ど
の
遺
構
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
た
。
柱
穴
の
掘
形
直
径
は
六
〇
―

一
二
〇
釦

と
大
き
い
が
、
後
世
の
削
平
に
よ
っ
て
、
深
さ
は
い
ず
れ
も

一
〇
―
三
〇
伽
し

か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
遺
物
は
建
物
群
の
時
期
を
示
す
人
世
紀
中
―
後
半
の

土
師
器
、
須
恵
器
、
三
彩

・
緑
釉
陶
器
の
ほ
か
、
中
世
の
大
型
溝
を
中
心
に
軒

瓦
を
含
む
多
量
の
瓦
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
寺
院
中
心
部
か
ら
出
土
す
る
も

の
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
場
所
に
運
ば
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
土

師
器
の
破
片
の
な
か
に
は

「上
寺
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
点
あ

り
、
同
様
の
も
の
が
寺
跡
か
ら
も

一
点
出
土
し
て
い
る
。

井
戸
は
削
平
さ
れ
た
検
出
面
か
ら
深
さ
五

。
六
ｍ
も
あ
る
大
規
模
な
も
の
で
、

掘
形
の
上
部
は
円
形
で
、
下
半
部
は

一
辺
約
二
ｍ
の
方
形
を
な
す
。
そ
の
中
に

推
定
直
径

一
・
五
ｍ
の
九
太
を
縦
に
分
割
し
て
割
り
貫
い
た
井
戸
枠
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
高
さ
二
ｍ
ほ
ど
が
遺
存
し
て
い
た
。
遺
物
は
、
寺
跡
と
同
じ
軒
瓦

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
瓦
や
八
世
紀
中
頃
―
九
世
紀
後
半
の
土
師
器

・
須
恵

器
が
出
土
し
て
お
り
、
特
に
丼
戸
枠
の
内
部
か
ら
は
そ
れ
ら
の
遺
物
と
と
も
に

曲
物
、
横
櫛
や
ヘ
ラ
状

・
火
焔
宝
珠
状
の
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
た
。
そ
の
中

に
木
簡
片
と
墨
書
の
あ
る
木
製
容
器
の
破
片
各

一
点
が
含
ま
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

ω

　

一ユ
一
升
日
日
　
一日
Ｅ

（
コ
ノ
他
削
り
残
リ
ノ
墨
痕
ア
リ
）
（
淫

じ
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６
じ

×
∞
　
ｏ
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ω
は
右
下
角
を
残
す
破
片
で
あ
り
、
豆

一
升
の
文

字
が
見
え
る
。
そ
の
上
と
左
側
が
欠
損
し
て
い
る
が
、

左
端
に
も
文
字
の

一
部
が
見
え
る
。
ま
た
、
豆

一
升

の
下
の
空
白
部
分
に
も
薄
い
墨
書
の
あ
と
が
認
め
ら

れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
削
っ
た
面
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

②
は
折
櫃
の
よ
う
な
物
の
蓋
あ
る
い
は
底
板
の
破

片
と
思
わ
れ
る
薄
板
に
、
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
も
の

山“



で
あ
る
。
板
は
隅
丸
方
形
の

一
部
分
で
、
縁
に
は
側
板
と
結
合
さ
せ
る
た
め
の

樺
と
じ
の
皮
と
そ
れ
と
対
を
な
す
小
さ
な
穴
が
あ
る
。
板
面
に
は
六
行
の
文
字

が
あ
る
が
、
明
瞭
な
の
は

一
行
日
の

「寺
家
」
と
三
行
日
の

「
上
」
く
ら
い
で

あ
る
。
寺
家
は
正
倉
院
文
書

（天
平
宝
字
四
年
七
月
≡
一一日
　
東
大
寺
封
戸
処
分
効

圭
ｅ

な
ど
に
見
え
、
寺
院
や
寺
当
局
、
寺
院
組
織
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
宇
佐

神
宮
の
弥
勒
寺
関
係
史
料
に
も
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
が
出
土
し
た
井
戸

な
ど
は
、
虚
空
蔵
寺
講
堂
跡
か
ら
は
や
や
離
れ
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
寺
院
の

関
係
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

宇
佐
市
教
育
委
員
会

『宇
佐
別
府
道
路
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

報
告
圭
屋

（
一
九
九
二
年
）

（小
倉
正
五
）

木
　
簡
　
研
　
究
　
第

一
七
号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

一
九
九
四
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
左
京
三
条

一
坊
十
二
坪
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
跡
左
京

七
条

一
坊
十
六
坪
　
東
大
寺
　
奈
良
女
子
大
学
構
内
遺
跡
　
一局
安
城
関
連
遺
跡
　
藤
原

宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一
坊
東
南
坪
　
藤
原
京
跡
左
京
十

一
条
三
坊
　
長
岡
京
跡

ω
　
長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
③
　
平
安
京
跡
左
京
四
条

一
坊

一
町
　
平
安
京
跡
左
京

八
条
三
坊
十
四
町
　
平
安
京
跡
右
京
八
条
二
坊
二
町
　
慈
照
寺
境
内
　
容
坊
山
遺
跡
群

大
坂
城
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
有
年
原

・
田
中
遺
跡
　
梶
子
北
遺
跡
　
曲
金

北
遺
跡
　
伊
興
遺
跡
　
錦
糸
町
駅
北
口
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
一副
橋
城
遺
跡
　
荒
田
目
条

里
遺
跡
　
矢
玉
遺
跡
　
山
王
遺
跡
　
大
坪
遺
跡
　
中
尊
寺
境
内
金
剛
院
　
十化
立
Ⅱ
遺
跡

志
羅
山
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
大
友
西
遺
跡
　
石
名
田
木
舟
遺
跡
①
　
石
名
田
木
舟
遺
跡

②
　
北
高
木
遺
跡
　
水
橋
荒
町
遺
跡
　
山
木
戸
遣
跡
　
上
郷
遺
跡
　
陰
田
小
大
田
遺
跡

米
子
城
跡
七
遺
跡
　
一二
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
士
口
川
元
春
館
跡
　
田
村
遺
跡
群
　
姉
川
城
跡

中
園
遺
跡
Ⅲ
区

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
七
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
六
坪

刻
歯
簡
積
初
探
―
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粗
山
　
明

新
潟
特
別
研
究
集
会
の
記
録

国
史
跡
指
定
答
申
な
っ
た
人
幡
林
官
衡
遺
跡
…
小
林
昌
二
、
八
幡
林
遺
跡
の
時
代
的
変

遷
…
田
中
　
靖
、
古
代
越
後
平
野
の
環
境

・
交
通

・
官
衛
…
坂
井
秀
弥
、
封
絨
木
簡
考

…
佐
藤
　
信
、
八
幡
林
遺
跡
木
簡
と
地
方
官
街
論
…
平
川
　
南
、
討
論
の
ま
と
め

書
評
　
鬼
頭
清
明
著

『古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津
勝
紀

彙
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円

1995年 出上の木簡
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